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道内景気は、緩やかに持ち直しているが、一部に弱い動きがみられる。

生産活動は横ばい圏内で推移している。需要面をみると、個人消費は、緩やかに持ち直し

ているが、天候不良の影響から大型店販売額が前年を下回るなど、一部に弱い動きがみられ

る。住宅投資は、前年を上回っている。設備投資は、基調としては持ち直している。公共投

資は、年度累計で前年を上回っている。観光は、新幹線開業等により来道客数が増加してい

る。輸出は、アジアや北米向けなどが減少した。

雇用情勢は有効求人倍率の改善が続いている。企業倒産は、低水準が続いている。消費者

物価は、前年を下回っている。

現状判断DI（北海道） 
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１．景気の現状判断DI～２か月連続で低下

景気ウォッチャー調査

（資料：内閣府）
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２．鉱工業生産～２か月連続で低下

鉱工業生産・出荷・在庫指数
（季節調整済指数）

（資料：北海道経済産業局）

景気ウォッチャー調査による、９月の景気

の現状判断DI（北海道）は、前月を２．６ポイ

ント下回る４５．７となり、２か月連続で低下し

た。また、横ばいを示す５０を１３か月連続で下

回った。

一方、景気の先行き判断DI（北海道）

は、前月を２．０ポイント下回る４４．６となっ

た。また、横ばいを示す５０を４か月連続で下

回った。

８月の鉱工業生産指数は９３．３（前月比

▲２．１％）と２か月連続で低下。前年比（原

指数）では▲１．４％と１４か月連続で低下し

た。

業種別では、前月に比べ、輸送機械工業、

石油・石炭製品工業など７業種が上昇した

が、金属製品工業、食料品工業、電気機械工

業など９業種が低下した。

道内経済の動き
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３．百貨店等販売額～３か月ぶりに減少

百貨店等販売額（前年比）

（資料：北海道経済産業局）

軽乗用車 小型車 前年比（右目盛） 普通車 
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４．乗用車新車登録台数～４か月ぶりに増加

乗用車新車登録台数

（資料：�日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会）

その他 プロサッカー 総来場者（前年比、右目盛） プロ野球 
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５．札幌ドーム来場者～３か月ぶりに減少

札幌ドーム 来場者数

（資料：�札幌ドーム）

８月の百貨店・スーパー販売額（全店ベー

ス、前年比▲１．２％）は、３か月ぶりに前年

を下回った。

百貨店（前年比▲３．２％）は、衣料品、身

の回り品、飲食料品、その他のすべての品目

で前年を下回った。スーパー（同▲０．６％）

は、飲食料品が前年を上回ったが、衣料品、

身の回り品、その他の品目が前年を下回っ

た。

コンビニエンスストア（前年比＋２．１％）

は、３５か月連続で前年を上回った。

８月の乗用車新車登録台数は、１２，２５３台

（前年比＋９．９％）と４か月ぶりに前年を上

回った。車種別では、普通車（同＋１９．７％）、

小型車（同＋９．５％）、軽乗用車（同＋０．７％）

が、いずれも増加した。

４～８月累計では、７１，１７３台（前年比

＋１．５％）と前年を上回っている。小型車

（同▲３．２％）、軽乗用車（同▲６．１％）は前年

を下回っているが、普通車（同＋１５．０％）が

前年を上回っている。

８月の札幌ドームへの来場者数は３１８千人

（前年比▲２．１％）と３か月ぶりに前年を下

回った。内訳は、プロ野球が２７１千人（同

＋７．８％）、プロサッカーが４８千人（同

＋３３６．９％）、その他が０千人（同▲９９．９％）

だった。

１試合あたり来場者数は、プロ野球が

３０，０７６人（前年比▲４．１％）、プロサッカーが

１５，８７８人（同＋４５．６％）だった。

道内経済の動き
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６．住宅投資～２か月ぶりに増加

住宅着工戸数

（資料：国土交通省）
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前年比（右目盛） 

７．建築物着工床面積～２か月連続で減少

民間非居住用建築物（着工床面積）

（資料：国土交通省）
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８．公共投資～７か月ぶりに減少

公共工事請負金額

（資料：北海道建設業信用保証�ほか２社）

８月の新設住宅着工戸数は、３，９３１戸（前

年比＋１３．９％）と２か月ぶりに前年を上回っ

た。利用関係別では、持家（同＋４．５％）、貸

家（同＋１２．８％）、分譲（同＋３８．２％）が、

いずれも増加した。

４～８月累計では、１７，９８０戸（前年比

＋１０．３％）と前年を上回っている。利用関係

別では、持家（同＋５．７％）、貸家（同

＋１３．２％）、分譲（同＋７．７％）が、いずれも

増加している。

８月の民間非居住用建築物着工床面積は、

１９８，０７９㎡（前年比▲１１．７％）と２か月連続

で前年を下回った。業種別では、製造業（同

▲１０．７％）、非製造業（同▲１１．８％）が、い

ずれも前年を下回った。

４～８月累計では、９５４，１７２㎡（前年比

＋５．１％）と前年を上回っている。業種別で

は、非製造業（同▲１．１％）は前年を下回っ

ているが、製造業（同＋８６．８％）が前年を上

回っている。

９月の公共工事請負金額は、５４１億円（前

年比▲８．１％）と７か月ぶりに前年を下回っ

た。

発注者別では、国（同＋０．０％）が前年を

上回ったが、北海道（同▲１２．８％）、市町村

（同▲１．０％）が、前年を下回った。

４～９月累計では、請負金額６，２０７億円

（前年比＋７．４％）と前年を上回っている。

道内経済の動き
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９．来道客数～２２か月連続で増加

来道客数

（資料：�北海道観光振興機構）
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１０．外国人入国者数～３か月連続で増加

外国人入国者数

（資料：法務省入国管理局）
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１１．貿易動向～輸出は１０か月連続で減少

貿易動向

（資料：函館税関）

８月の国内輸送機関利用による来道客数

は、１，４７６千人（前年比＋５．１％）と２２か月連

続で前年を上回った。輸送機関別では、フェ

リー（同▲３．９％）が前年を下回ったが、航

空機（同＋１．５％）、JR（同＋６５．４％）が前

年を上回った。

４～８月累計では、５，９７９千人と前年を

７．４％上回っている。

８月の道内空港・港湾への外国人入国者数

は、１２１，７８１人（前年比＋７．２％）と３か月連

続で増加した。４～８月累計では、５１９，３３４

人（同＋８．５％）と前年を上回っている。

空港・港湾別では、新千歳空港が１０４，３５５

人（前年比＋１６．４％）、旭川空港が９，０６５人

（同▲１４．２％）、函館空港が８，２３２人（同

▲２０．９％）だった。

８月の道内貿易額は、輸出が前年比３８．１％

減の２６２億円、輸入が同３０．１％減の７００億円

だった。

輸出は、自動車の部分品や船舶などが減少

し、１０か月連続で前年を下回った。輸入は、

原油及び粗油や石炭、石油製品などが減少

し、１３か月連続で前年を下回った。

道内経済の動き

― ４ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号
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有効求人倍率 新規求人数（右目盛） 
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１２．雇用情勢～改善が続く

有効求人倍率（常用）、新規求人数（前年比）

（資料：北海道労働局）
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１３．倒産動向～件数は前年比横ばい

企業倒産（負債総額１千万円以上）

（資料：�東京商工リサーチ）
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平成27年 
＝100.0

１４．消費者物価指数～１７か月連続で前年を下回る

消費者物価指数

（資料：総務省、北海道）

８月の有効求人倍率（パートを含む常用）

は１．０７倍（前年比＋０．０９ポイント）と７９か月

連続で前年を上回った。

新規求人数は、前年比４．１％増加し、２か

月ぶりに前年を上回った。業種別では、卸売

業・小売業（同＋１４．７％）、医療・福祉（同

＋４．５％）、製造業（同＋１３．３％）などが増加

した。

９月の企業倒産は、件数が２２件（前年比±

０．０％）、負債総額が３４億円（同▲５．１％）

だった。件数は前年比横ばい、負債総額は４

か月連続で前年を下回った。

業種別では、小売業が５件、製造業、卸売

業がそれぞれ４件などとなった。

８月の消費者物価指数（生鮮食品を除く総

合指数）は９９．３（前月比±０．０％）と前月比

横ばいだった。前年比は▲１．０％と、１７か月

連続で前年を下回った。

生活関連重要商品等の価格について、９月

の動向をみると、食料品、日用雑貨等の価格

は、概ね安定して推移している。石油製品の

価格は、前月に比べやや値上がりしている。

道内経済の動き
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＜図表1＞業況の推移 
売上DI 利益DI全産業 
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１．平成２８年７～９月期 実績

前期に比べ、売上DI（△７）は２ポ

イント、利益DI（△５）は１ポイン

ト、それぞれ小幅な上昇となった。卸売

業は改善したものの、総体では足踏み感

がみられる。

２．平成２８年１０～１２月期 見通し

売上DI（△８）は１ポイント、利益

DI（△９）は４ポイント、それぞれ低

下する見通し。木材・木製品製造業は改

善が見込まれる。一方、ホテル・旅館業

に先行き不透明感がみられる。

項 目
２５年
７～９１０～１２

２６年
１～３４～６７～９１０～１２

２７年
１～３４～６７～９１０～１２

２８年
１～３４～６７～９１０～１２

見通し

売上DI １９ １９ １７ △１０ △１１ △１４ △２３ △９ △９ △９ △１９ △９ △７ △８
利益DI ４ １ ５ △２０ △１７ △２１ △１９ △８ △１０ △７ △１２ △６ △５ △９

定例調査
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調査の目的と対象：アンケート方式による道内企業の経営動向把握。
調査方法：調査票を配付し、郵送または電子メールにより回収。
調査内容：第６２回定例調査（２８年７～９月期実績、２８年１０～１２月期見通し）
回答期間：平成２８年８月中旬～９月中旬
本文中の略称
� 増加（好転）企業：前年同期に比べ良いとみる企業
� 不変企業：前年同期に比べ変わらないとみる企業
� 減少（悪化）企業：前年同期に比べ悪いとみる企業
� ＤＩ：「増加企業の割合」－「減少企業の割合」

＜図表２＞業種別の要点

要 点
（平成２８年７～９月期実績）

２７年
１０～１２

２８年
１～３

２８年
４～６

２８年
７～９

２８年
１０～１２

実績 実績 実績 実績 前回
見通し 見通し

全産業 製造業、非製造業とも業況はほぼ
横這い。

売上ＤＩ △９ △１９ △９ △７ △５ △８
利益ＤＩ △７ △１２ △６ △５ △３ △９

製造業 売上は横這い。食料品の利益改
善。

売上ＤＩ １ △１８ △３ △３ △３ △８
利益ＤＩ △１１ △２１ △８ △３ △２ △８

食料品 水産加工に利益改善の兆し。
売上ＤＩ １９ ３ ０ △８ ０ △８
利益ＤＩ ２ △１３ ０ １１ １０ ３

木材・木製品 木製品の業況低調。
売上ＤＩ ０ △５３ ０ △５ ６ ０
利益ＤＩ △１５ △２６ △１２ △１５ ０ ０

鉄鋼・金属製品・
機械 金属製品が苦戦。

売上ＤＩ △９ △１７ △５ △１３ △５ △１１
利益ＤＩ △２４ △１７ △８ △１３ △８ △１６

非製造業 建設業苦戦。ホテル・旅館業は好
調。

売上ＤＩ △１３ △２０ △１１ △９ △６ △８
利益ＤＩ △５ △８ △５ △６ △４ △９

建設業 公共工事主体の業者は厳しさ続
く。

売上ＤＩ △１８ △１５ △１５ △１６ △１１ △１０
利益ＤＩ △１４ △１４ △１３ △２５ △１３ △１７

卸売業 建材・鋼材卸が持ち直す。
売上ＤＩ △２５ △３４ △３０ △６ △１５ △３
利益ＤＩ △２７ △２６ △９ ０ △７ △５

小売業 燃料店の販売単価は前年比低下が
続く。

売上ＤＩ △３８ △２７ △１５ △３０ △１５ △１４
利益ＤＩ △２ △５ △９ △１２ △１３ △６

運輸業 原油安による利益寄与も一巡。
売上ＤＩ ３ △７ △７ △６ ０ ０
利益ＤＩ ３４ ２８ ２１ ３ ２１ ６

ホテル・旅館業 観光ホテルの好調続く。
売上ＤＩ １４ ６ ３９ １７ １８ △１７
利益ＤＩ １５ １８ １７ ２２ １２ △１７

調 査 要 項

企業数 構成比 地 域
全 道 ４２０ １００．０％
札幌市 １６６ ３９．５ 道央は札幌市を除く石狩、後志、

胆振、日高の各地域、空知地域南部道 央 ８８ ２１．０
道 南 ４０ ９．５ 渡島・檜山の各地域
道 北 ６１ １４．５ 上川・留萌・宗谷の各地域、空知地域北部
道 東 ６５ １５．５ 釧路・十勝・根室・オホーツクの各地域

地域別回答企業社数

調査
企業数

回答
企業数 回答率

全 産 業 ７１０ ４２０ ５９．２％
製 造 業 ２０５ １１８ ５７．６
食 料 品 ６９ ３７ ５３．６
木 材 ・ 木 製 品 ３５ ２０ ５７．１
鉄鋼・金属製品・機械 ６２ ３８ ６１．３
そ の 他 の 製 造 業 ３９ ２３ ５９．０
非 製 造 業 ５０５ ３０２ ５９．８
建 設 業 １３６ ８８ ６４．７
卸 売 業 １１１ ６３ ５６．８
小 売 業 ９３ ５０ ５３．８
運 輸 業 ５０ ３４ ６８．０
ホ テ ル ・ 旅 館 業 ３４ １８ ５２．９
その他の非製造業 ８１ ４９ ６０．５

業種別回答状況

定例調査
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＜図表3＞業況の推移（業種別） 
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＜図表5＞利　益 

＜図表4＞売　上 
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鉄鋼・金属・機械 
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＜図表6＞資金繰り 

全　　産　　業 

製　　造　　業 

食　料　品 

木材・木製品 

そ　の　他 

非　製　造　業 

建　設　業 

卸　売　業 

小　売　業 

運　輸　業 

ホテル・旅館業 

そ　の　他 

鉄鋼・金属・機械 

全　　産　　業 

製　　造　　業 

食　料　品 

木材・木製品 

そ　の　他 

非　製　造　業 

建　設　業 

卸　売　業 

小　売　業 

運　輸　業 

ホテル・旅館業 

そ　の　他 

鉄鋼・金属・機械 

＜図表7＞短期借入金の難易感 
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＜図表9＞設備投資 

＜図表8＞在　庫 
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40 35 35

40 35 37

51 35 38

29 37 25

23 28 36

50 41 46

40 36 34

24 29 21

31 16 22

44 44 39
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62 35 56
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27/10～12
実施企業

28/1～3
実施企業

28/4～6
実施企業

実施 36 実施せず 64
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46 54

35 65

42 58

57 43

33 67
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31 69

34 66
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39 61

40 60

実施 34 39 未定 27
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28/7～9実績 28/10～12見通し

28/7～9実績 28/10～12見通し

過少 過多 過少過多

実施せず
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＜図表１０＞当面する問題点（上位項目）の要点

項目 前期比 要 点

�人手不足（５３％） ＋６ ホテル・旅館業（８９％）、運輸業（７１％）、建設業（６６％）の人手不足
感が続く。

�過当競争（３５％） ±０ 小売業（５５％）、卸売業（４６％）と１位。建設業（４６％）と２位。

�売上不振（３４％） ±０ 木材・木製品（４７％）、鉄鋼・金属製品・機械（４１％）で比較的高
率。

�諸経費の増加（３３％） ＋２ 運輸業（４４％）は１５ポイント、ホテル・旅館業（３９％）は６ポイント
それぞれ増加。

�人件費増加（２６％） △３ 前期比低下するも、食料品（３８％）、鉄鋼・金属製品・機械（２４％）、
ホテル・旅館業（３３％）が増加。

�原材料価格上昇（２４％） △２ ５期連続で低下するも、食料品（４９％）で高率。

＜図表１１＞当面する問題点（上位項目）の推移

（複数回答）
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（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・旅館業

その他の
非製造業

�人手不足
① ② ① ② ② ① ① ② ② ① ① ①
５３ ３８ ５４ ３７ ３５ １７ ５９ ６６ ３４ ５３ ７１ ８９ ６６
（４７）（３９）（５３）（２５）（３９）（２６）（５０）（６４）（２７）（５１）（６４）（６７）（４５）

�過当競争
② ② ② ② ① ① ③
３５ ２３ １９ ２１ ２２ ３５ ３９ ４６ ４６ ５５ １５ １１ ３０
（３５）（２０）（１５）（１９）（１８）（３０）（４１）（４６）（４８）（５５）（１１）（１７）（３３）

�売上不振
③ ① ① ① ① ③ ③ ② ③
３４ ４１ ３０ ４７ ４１ ５２ ３２ ３６ ３４ ３５ ２７ １７ ２６
（３４）（４１）（２５）（５０）（４１）（６１）（３２）（４０）（４０）（２９）（１４）（２２）（２４）

�諸経費の増加
③ ③ ③ ③ ③ ③ ② ② ③

３３ ３５ ４６ ３２ ３０ ３０ ３２ ３０ ２８ ３１ ４４ ３９ ３０
（３１）（３１）（３０）（４４）（２６）（３０）（３１）（３１）（３３）（２９）（２９）（３３）（３１）

�人件費増加
③ ②

２６ ２８ ３８ １６ ２４ ２６ ２６ ２５ １５ ３１ ２４ ３３ ３４
（２９）（２４）（２３）（１９）（２１）（３５）（３１）（３４）（１８）（４１）（２５）（２２）（３９）

�原材料価格上昇
② ③ ③

２４ ３３ ４９ ３２ ２４ ２２ ２０ ２１ １６ １８ ２９ ２８ １７
（２６）（３７）（４８）（４４）（３３）（２２）（２２）（２３）（２２）（１８）（３９）（３９）（１０）

�販売価格低下 １６ １３ ５ １６ １１ ２６ １８ １４ ２６ ３３ ９ ６ ９
（１６）（１６）（１０）（１９）（１３）（３０）（１６）（１１）（３０）（２２）（－）（６）（１４）

	価格引き下げ要請 ９ １１ ５ １１ ２２ ４ ８ ６ ２０ － ３ ６ ９
（１０）（１４）（１３）（６）（２１）（１３）（８）（８）（１２）（２）（４）（－）（１６）


設備不足 ６ １１ ８ ５ １１ ２２ ４ － ３ ２ － ２８ ６
（６）（１０）（１３）（－）（１３）（９）（４）（３）（３）（４）（４）（１７）（４）

�資金調達 ５ ３ ５ － ５ － ６ ８ ５ ４ ６ － ６
（７）（９）（１３）（－）（１０）（９）（５）（９）（５）（４）（４）（６）（４）

�代金回収悪化 ２ － － － － － ２ － １２ － － － －
（１）（－）（－）（－）（－）（－）（１）（－）（６）（－）（－）（－）（－）


その他 ４ ３ ８ － － ４ ４ ３ ８ ２ － － ４
（５）（８）（１０）（－）（５）（１３）（３）（４）（６）（４）（－）（－）（２）

＜図表１３＞地域別業況の推移

項

目

売 上 Ｄ Ｉ 利 益 Ｄ Ｉ 設 備 投 資 （％）

２７年
１０～１２

２８年
１～３４～６７～９１０～１２

見通し

２７年
１０～１２

２８年
１～３４～６７～９１０～１２

見通し

２７年
１０～１２

２８年
１～３４～６７～９１０～１２

見通し

全 道 △９ △１９ △９ △７ △８ △７ △１２ △６ △５ △９ ４０ ３５ ３５ ３６ ３４（２７）

札幌市 △５ △２５ △１３ △４ △７ △３ △１７ △１１ △１ △７ ４３ ３７ ３９ ４０ ３８（２６）

道 央 △１ △８ ０ △９ △２ １ ７ ８ ６ △１ ４３ ４０ ４１ ４１ ３５（２３）

道 南 △１１ △１７ △３ ０ ０ △５ △１７ ５ △５ △８ ３２ ２３ ２２ ３６ ２２（３３）

道 北 △２５ △２４ △１３ △１３ △１１ △１６ △１７ △７ △２０ △１６ ３４ ４２ ３４ ３１ ３０（３０）

道 東 △１８ △１８ △９ △１２ △１９ △１８ △１７ △１６ △１７ △１７ ３９ ２７ ２６ ２７ ３０（３０）
（ ）内は設備投資未定企業

＜図表１２＞当面する問題点（複数回答）
（単位：％）

○内数字は業種内の順位、（ ）内は前回調査
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今回の調査では道内企業の業況は横ばい圏内で推移しました。観光関連業種では、外国人
観光客増加や新幹線開業による来道客数の増加もあり好調を維持しました。一方、建設関連
は厳しさが続いています。先行きは、災害による影響や景気の不透明感などから慎重な見方
がありました。また、当面の問題点として、人手不足を挙げる企業が多くありました。ま
た、人材確保のため人件費が増加傾向にあり、採算確保のためには一人当たりの生産性向上
が必要となっています。
以下に、企業から寄せられた生の声を紹介いたします。

１．食料品製造業 ２．木材・木製品

３．鉄鋼・金属製品・機械

＜水産加工業＞

これまで仕入価格が高騰し利益を圧迫して

いた。国内では築地以外では販売価格への転

嫁ができない状況なので、より高い販売価格

が見込める海外販路の拡大を検討すべきと感

じている。

＜水産加工業＞

売上は現状維持であるが、昨年に高騰して

いた原材料価格が下降傾向にあり、利益率は

改善する見通し。

＜食料品製造業＞

７月の天候不良が売り上げを下押しした。

＜食料品製造業＞

売上は新幹線効果の落ち着きで反動減を予

想。人手不足感が強く、退職防止の観点より

給与増を決定した。派遣社員増加もあり人件

費増加している。

＜製材業＞

東京五輪の競技場等の建設に当たり、国産

材の木材使用を掲げているが、詳細が分から

ない。早く地方の中小企業でも何かしらの貢

献ができるようにしてほしい。

＜製材業＞

住宅着工数は前年並になりそうだが、この

たびの台風被害の影響が心配である。

＜金属製品製造業＞

得意分野の公共事業発注が少ないこともあ

り、売上高を伸ばすことが難しい。また、少

ない発注の中で競争が激しいこともあり、利

益水準が上がらない。

＜金属製品製造業＞

上半期は売上が思うように伸びなかった。

既存製品のメンテナンスや改造の依頼が多

く、仕事量はあったが売上に繋がらなかった。

＜金属製品製造業＞

これまで考えていた景気動向より良かった

が、今後は台風被害の復旧等で予算・資金が

流れ、売上に影響が出るのではないかと考え

ている。

経営のポイント

人手不足への対応として生産性向上を目指す動きも
〈企業の生の声〉
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４．その他の製造業

５．建設業

＜コンクリート製品製造業＞

売上は前年並で推移しているが、人手が不

足している。社員の高齢化もあり人件費が増

加傾向である。今後は若い人員を採用するの

に力を入れたい。

＜建設業＞

北海道全体では、公共投資に好転の兆しが

見えないので、他都府県への営業活動に注力

する。

＜建設業＞

建築部門は受注高、収益ともに好調を維持

している。一方、土木部門は受注高、収益と

もに不調である。年度後半の補正予算に期待

している。

＜建設業＞

公共事業の減少、過当競争で売上不振、利

益の減少と悪循環が続いている。自然災害が

起きてから手当するのではなく、インフラ整

備の公共工事を発注するよう、国の公共工事

の予算を増やしてほしい。

＜建設業＞

慢性的な業界の人手不足感から早く脱する

べく、積極的に学校廻りや説明会等に参加し

ている。今後、人材をある程度抱えている企

業が、将来的には生き残っていけると予測さ

れ、人材育成を１番に努力していく必要があ

る。

＜電気工事業＞

受注は良好ながら、価格競合は依然厳しく

粗利は低下している。秋口から年度末の工事

集中化と地方での作業により経費率上昇が危

惧される。作業人員の効率化が課題である。

＜住宅建築業＞

年度当初、住宅業界は消費増税の有無など

先行き不透明感が強かったが、現在は好調を

維持している。日銀のマイナス金利導入に伴

う、住宅ローン金利の低下が大きな後押しに

なっている。しかし、建築資材や人件費の高

止まり、また土地価格高騰により、利益は圧

迫されている。

＜住宅建築業＞

売価の下落などにより利益率が下がってい

る。利益率確保に向けた取り組みの強化が課

題であり、販売価格や原価の見直し等を実施

する。

経営のポイント
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６．卸売業 ７．小売業

＜包装資材卸＞

利益率の上昇により営業利益が上昇してい

る。しかし、売上高が横ばいのため、近い将

来に限界が来る。今後は如何に売上高を伸ば

すかが課題である。

＜鋼材卸売業＞

依然として道内建設需要に大幅改善は見ら

れず、売上高は期待したほどの実績が上げら

れていない。ただし、利益率の改善が図られ

利益計画をクリアできている。

＜鋼材卸売業＞

現場や受注は順調だが、異形棒鋼のメー

カー生産が追い付かず、材料不足に困ってい

る状況。今年度中はこの状況が続くと思われ

る。

＜建材卸売業＞

今後の景気動向、為替、建築需要が全く見

通し、予想が立たず困っている。北海道の景

気浮上を札幌から盛り上げていかないといけ

ない。（新幹線、観光産業、冬季五輪、ボール

パークなど）

＜機械器具卸売業＞

人手不足が顕著で、仕事を受注しきれない

状況。特に繁忙時の職員の時間外、休日出勤

の増加が続いている。

＜燃料小売業＞

原油価格が低迷している。今後は円高など

の影響もあり、なお低下することも考えられ

る。

＜コンビニエンスストア＞

コンビニ大手チェーンの新規出店競争が激

化し、既存店の顧客だけではなく、働き手も

奪っている。本部社員が人手不足店のヘルプ

に入る、２４時間営業の見直し、ロイヤリ

ティーの引き下げ等の対応が必要。

＜リサイクルショップ＞

人員不足が大きな要因となって、業務が停

滞している。しかし、人材を確保するために

人件費を増加させても採算が取れないのが現

状であり、１人当たりの生産性を上げる必要

がある。

＜家具店＞

新築住宅の竣工引渡し件数が少なく、売上

が悪い。全国的な傾向である。住宅ローンの

金利は下がっているが、需要一巡感が強く、

着工件数の伸びは低いままに留まると予想す

る。

＜事務用品販売＞

今までの取扱商品のみでは、売上・粗利と

もに厳しくなる。新規分野・取扱商品に算入

していくことが必要で、今後、新たな事業の

柱を構築する必要がある。特に、ICT事業は

成長分野と捉え、強化していく方針である。

経営のポイント

― １６ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

ｏ．２４４（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０００～０００　経営のポイント  2016.10.04 19.48.28  Page 16 



８．運輸業

９．ホテル・旅館業

１０．その他の非製造業

＜運輸業＞

参議院選挙の影響もあり、年度当初の荷動

きは非常に低迷していたが、ここにきて回復

基調にある。鉄鋼大手の話でも、下期前半か

らは出荷が増加する見込みとのこと。

＜運輸業＞

ドライバー及び作業員不足や、行政基準の

厳格化に伴うコスト増等、業界を取り巻く環

境は極めて厳しい状況にある。また、冬期に

おける道路環境により車両の不備が進行し、

修理費等諸経費が増加している。

＜運輸業＞

昨年度は燃料単価が下落したことで相応の

利益効果はあったが、本年度は燃料単価下落

も一巡しており、効果は些少となっている。

また、既存顧客の物量が伸びておらず、売上

の伸長が見られない。

＜シティホテル＞

天候災害による影響が今後の売上不振につ

ながることを懸念している。

＜観光施設運営＞

北海道新幹線開業の恩恵を受け、来場者数

が伸び、売上や飲食店の売上が大幅に増加し

ている。一方、人員が不足しており、募集を

かけても思うように応募がない。

＜廃棄物処理業＞

人材不足、特に技術者の育成が課題であ

る。それをクリアすると売上の増加が見込め

る。

＜自動車整備業＞

受注は順調に推移しているが、深刻な人手

不足と販売単価の減少にて利益が少なくなっ

ている。今後も引き続き人材確保に努める。

経営のポイント

― １７ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号
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― １８ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

故郷を思い、昭和５２年に始動

安泰と思っていることでも、一瞬で崩れる

昭和５２年に釧路市内に設立され、平成元年に工場を新築。生魚定貫切り装置「スーパープロ

フェッショナル」は平成１７年に第一回ものづくり大賞優秀賞に選定されたほか、その後も数々の賞

を受賞し、ヒット商品を生み出しました。苦労した点やモノづくりにおいて大切にしていることな

どをお聞きしました。

代表取締役 佐藤 厚 氏

北海道浜頓別町出身。旭川工業高校卒業後、

東京の食品包装メーカーに就職。退社後、昭

和５２年株式会社ニッコーを設立。

会社概要
企業名：株式会社ニッコー

住所：北海道釧路市鶴野１１０番地１

ＴＥＬ：０１５４‐５２‐７１０１（代表）

ＵＲＬ：http : //www.k-nikko.com/

設立：昭和５２年１２月

事業内容：食品・水産・食肉・農産・各加工

機械の企画開発、製造販売

◆平成１７年 第１回ものづくり大賞受賞、経

済産業大臣賞表彰優秀賞受賞、北海道エクセ

レントカンパニー準大賞受賞、産業技術研究

開発奨励賞受賞

◆平成１８年 知財功労賞、特許庁長官賞受賞

◆平成２０年 北海道文化賞受賞

◆平成２５年 北海道新技術・新製品開発賞受

賞

―起業の経緯をお聞かせください―

故郷の北海道への思いがあり、釧路にて創業し

ました。釧路には当時から水産加工工場が多く、

加工は全て手作業で行われていました。この光景

をみて、水産関連の加工機械をつくり、地元に貢

献できないだろうかと思いました。

―起業時に取り扱う商品や売り先などは決まって

いたのでしょうか？―

何も決まっていませんでした。ただアイディア

だけはもっていました。しかし、アイディアだけ

では会社は維持できないことから機械の修理など

を手掛けながら、研究・開発を進めていました。

―釧路で起業され、今まで営業されていますが、

釧路の有利、不利な点をお聞かせ下さい―

有利な点は、水産の機械を開発するにあたり、

原料である魚の入手が容易であることや、水産加

工企業も多くあり、開発する上で業界から情報を

得ることが容易であったことです。

不利な点は、起業当時、開発にあたり、外注制

作など協力いただける企業が少なかったことで

す。

―起業し経営されてきて、苦労したことをお聞か

せください―

当社設立時に漁業は二百海里制限がかかりまし

た。釧路はロシアの二百海里に入ることで、漁獲

高１位を確保していたと思います。しかし、制限

道内企業訪問

トップに聞く③ 株式会社 ニッコー
代表取締役 佐藤 厚 氏
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道内企業訪問

― １９ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

会社の力を知ることが重要

現場に行き徹底的にニーズを把握して開発

し、お客様の信頼を得る

により釧路の水産業は壊滅的な打撃を受けまし

た。水産加工の企業は設備投資どころではなくな

りました。安泰だと思っていることでも一瞬にし

て崩れることを知りました。そしてこの時に手堅

くやろうと思いました。これからは魚を捕る時代

ではなく、育てる時代になると思い、頭に思い浮

かんだのは、ホタテの養殖でした。それは収穫量

がある程度安定していると考えたからです。ホタ

テの養殖は北海道や陸奥湾などが生産地であり、

今後を考えるとそちらに集中することが良いと考

え、ホタテの加工機械を開発していく事になりま

した。

―ホタテの加工機械開発はどのようにされていっ

たのですか？―

まずは、加工している工場に出向きました。当

時はほとんど機械化されておらず、養殖のホタテ

はこれから増え、手作業では追いつかなくなると

いう事を聞き取り、開発にあたっていきました。

しかし、我々はホタテについては素人であり、ホ

タテとはどういうものなのかを、毎日のように加

工工場を訪問し、情報を収集して、何を求めてい

るのかを聞き取り、研究開発しました。そして開

発に成功しました。

―経営にあたり重要視していることをお聞かせく

ださい―

お客様のニーズに対応していく事です。しか

し、開発していく途中で壁にぶつかります。業界

では「死の谷」と言われていますが、この壁をど

う乗り越えていくのかが重要です。ここで会社の

力以上のことをやってしまうと、会社は維持でき

ません。この判断が最も難しく、重要と考えてい

ます。どの程度の期間を要するのか、資金はある

のか、技術力はあるのかなど、総合的な判断が必

要です。そして、この判断力をこれから経営して

いく者に伝えていくことです。この考えは二百海

里時代に不測の事態に備えることを勉強させてい

ただいたおかげだと思います。

―機械開発にあたり重要なことはなんですか？―

机の前に座っていても、良いものは作れませ

ん。現場に行き、お客様のニーズと思いを共有し

理解しなければ、良いものは作れません。開発の

企画段階では、お客様の現場に行き徹底的にニー

ズを把握するようにしています。生産現場には必

ず困っている部分があり、それを感じ取ることが

必要です。お客様のニーズに対し考えて、アイ

ディアを出し、試行錯誤を繰り返しながら開発し

ています。そして、お客様に買ってもらい、良

かったと感じてもらう事が重要です。技術屋とし

て信頼を得ることで、次の展開に移ることができ

ます。

ホタテ貝自動生剥き機
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道内企業訪問

― ２０ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

「IoT」１を利用したサービスを構築

特許取得は重要であるが、海外展開をする

にあたっては自己防衛も必要

―現在重要視している分野はありますか？―

当社が機械を売りました。売りっぱなしではダ

メです。機械ですから、大小問わず故障がありま

す。故障したらお客様から連絡をいただき、当社

は動くわけです。それが、一般的なサービスです。

水産関係の工場などは、時期によりとても忙しく

なり、その時に故障も多くなりがちです。しかし、

当社も故障が重なってしまうと、すぐに対応でき

ない場合があります。これを何とかできないかと

考え、最初は忙しくなる時期の前に点検をして、

悪いところがあれば交換しますと案内を出しまし

た。しかし、お客様は壊れるまでは連絡をしてく

れない場合が多く、改善には至りませんでした。

改善策として「IoT」１などの技術革新による方

法です。事前にいろいろな情報を収集し、事前に

故障情報を提供し対応する事ができないか等を考

え、将来に向けて実証を進めています。

機械にはコンピューターが積んであり、イン

ターネット回線を通じ、その情報を収集し蓄積し

分析していく事で、機械がどのような状態なのか

を把握できると考えています。

昨年から着手しており、現在はデータの蓄積を

しているところです。これが構築できると、お客

様へのサービスがより、充実し、当社の生産性も

向上すると考えています。

―知財戦略についてお聞かせください―

開発の成果について、特許を取得することは大

切であると感じます。当社は弁理士に委託し特許

を出願していますが、特許を出願する時は弁理士

さんと打ち合わせし、言い回しなどを精査してい

ます。そうすることで生きた内容となると思いま

す。過去に記載が漏れていたことから、模倣され

たことがあります。模倣されることによって失う

市場を考えれば、特許の取得は重要と考えます。

また、それに係る費用も高くないと考えます。

海外特許については、十数か国出願しています

が、外国語に書き直すため、ニュアンスが反映さ

れていないこともあります。しかし、中小企業が

外国語や国際的な法律を理解する人を雇用するの

は難しく、苦労しています。また、特許があまり

意味をもたない国もあり、自己防衛も必要と考え

ます。

―自己防衛はどのようにされていますか？―

一つは意匠登録です。意匠は形であり、問題が

あった時には、判断がしやすいからです。

二つ目は機械に鍵を掛けることです。例えば、

部品を外そうとすると、機械がダウンするように

なっており、取扱説明書にそのことを記載してい

ます。

当然、ソフトにもセキュリティを導入しており

解析できないようにしていますが完全ではありま

せん。

グローバルな展開をしていく上では自己防衛は

必要と考えています。

連続式シルクアイスシステム海氷

１モノのインターネット（Internet of Things、IoT）は、様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され（単
に繋がるだけではなく、モノがインターネットのように繋がる［１］）、情報交換することにより相互に制御す
る仕組みである
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道内企業訪問

― ２１ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

現場を経験させて、自立心を養う

一次産業の発展のための機械を作り、地方

を活性化していきたい
工場内部

―人材育成はどのようにされていますか？―

型にハマった会社の教育制度はありません。机

上で理屈を教えても、実際に仕事をしなければ学

ぶことはできないと思います。新人を含め現場を

経験させています。そこから、学んでもらい、そ

して自立心を養い持ってもらう事が重要だと思い

ます。

社員も若く、社内も明るく、みんなでコミュニ

ケーションを取りながら楽しい職場づくりをして

います。

―「ものづくり」において大学、高専などに要望

することはありますか？―

机上での理論やコンピューターなどはできる

が、実際にモノを作ることができない人が多いと

感じています。モノを作る苦しさ、素晴らしさ、

楽しさ、社会における意義などの、基礎をしっか

りと教えてほしいです。

―株式会社ニッコーの将来像についてお聞かせ下

さい―

一次産業は地方創生には必要と考えています。

当社が地域とともに共存していく限り、一次産業

の発展は欠かせません。当社の技術を介して共に

発展できればと思っております

そのためには、今まで以上の付加価値を生む機

械の開発が必要です。「IoT」や「AI」２などの技術

を前向きに取り組んで開発を進めていきます。さ

らに、大学や公共機関とも連携し、今までの技術

ではなしえなかったモノを作っていきたいと思い

ます。そして北海道経済の活性化に少しでも貢献

できる企業として邁進していきます。

（文責 山内 真二）

本社事務所と工場

２AI（人工知能）とは、人間の脳が行っている知的な作業をコンピューターで模倣したソフトウェアやシステ
ム。具体的には、人間の使う自然言語を理解したり、論理的な推論を行ったり、経験から学習したりするコン
ピュータプログラムなどのことをいう。
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― ２２ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

開会式

会場の様子

実際の商品を見て試食して確かめる
ことのできる展示型の商談会です

特産品をバイヤーへ熱心にPR 熊本応援企画として熊本コーナーを
設置、くまモンも応援に駆けつけま
した

１．「インフォメーションバザール in Tokyo２０１６」の概要

北洋銀行は、９月１、２日の２日間、首都圏最大規模となる

道産食品の商談会「インフォメーションバザール in Tokyo

２０１６」を東京の池袋サンシャインシティで開催しました。

全国に向けた販路拡大を希望する「食」関連企業・団体と、

地域色豊かな美味しい食材を求めるバイヤーとの商談の場を提

供することを目的に開催しております。

この商談会は、当行と帯広信用金庫が主催するもので、東京

での開催は１２回目です。今年は、過去最多の１７４社・団体が出

展し、首都圏スーパーや百貨店、飲食店などのバイヤー約

４，１００名が来場しました。

また、今年も鹿児島銀行を中心とする「鹿児島アグリ＆フー

ド金融協議会」主催の「南の逸品商談会」を同時開催し、北と

南それぞれが魅力溢れる食材を売り込みました。

２．今年の特徴

◆地域コーナーの拡充

インフォメーションバザールでは、地域毎にコーナーを設け、地域色豊かな展示を行っていま

す。従来の「青函」、「とかち」、「江別」、「オホーツク」、「釧路・根室」に加え、今年は、「室

蘭・登別・伊達ほか『西いぶり』」、「北海道空知地域創生協議会」、「大雪山の贈りもの旭川・美

瑛」コーナーを新設しました。また多くの自治体の参加もいただき、各自治体が推進する地方創

生の取り組みをPRしました。

インフォメーション

インフォメーションバザール in Tokyo ２０１６ 開催報告
～首都圏最大の道産食品商談会～

北洋銀行 地域産業支援部
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インフォメーション

― ２３ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

「室蘭・登別・伊達ほか西いぶり」 「北海道空知地域創生協議会」 「大雪山の贈りもの 旭川・美瑛」

室蘭市、登別市のほか１５の企業・団
体が出展。畜産品、水産品、スイー
ツなどが出展されました

美唄市をはじめ、岩見沢市、滝川
市、栗山町の企業が出展。お米や地
ビールなどが出展されました

旭川近郊の４つの農協、美瑛の企業
が出展。JA旭川の「ゆめぴりか甘
酒」の試飲などが振舞われました

【地域コーナーの様子】

◆新たな個別商談会の実施

インフォメーションバザールの開催に合わせ、お客さまの販路開拓・拡大等を支援するため個

別商談会を開催しております。従来の、首都圏での商流構築を支援する「首都圏バイヤー個別商

談会」、海外進出および販路拡大を支援する「海外バイヤー個別商談会」、道内観光団体と首都圏

旅行代理店をマッチングする「観光ビジネスマッチング」に加え、今年は新たに「業務用バイ

ヤー個別商談会」を開催しました。一次加工品を含む道産食材の入手を求めている道外の食品

メーカー、ホテル、レストラン、飲食店バイヤーを招聘し、業務用食品、素材の販路拡大のため

の活発な商談が行われました。

３．おわりに

北海道経済の発展には、北海道の強みである「食と観光」の発展が不可欠です。「インフォメー

ションバザール」は、北海道の「食と観光」の魅力を国内外に向けて発信する首都圏最大規模の

大商談会であり、自治体の地方創生の取り組みにも有効です。

北洋銀行は、お客さまがこの「インフォメーションバザール」を通じて得られた商談機会をビ

ジネスに繋げられるよう、全力を挙げてサポートしていきます。

観光ビジネスマッチングの様子 業務用バイヤー個別商談会の様子

ｏ．２４４（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２２～０２３　インフォメーション  2016.10.20 17.21.37  Page 23 



― ２４ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

石井頭取プレゼン セミナー会場内 アイヌ舞踏パフォーマンス

滝上町ブース 剣淵町ブース 室蘭市ブース

北洋銀行バンコク駐在員事務所では、タイを中心に、ASEAN地域における現地情報の収集

と発信、道内からの進出企業のサポートを行っています。

去る８月にはバンコクにおいて北海道庁と共同して北海道プロモーションイベントを開催し

ました。また、９月にはバンコク市内各所で北海道産品をPRするイベントが開催されるな

ど、北海道の存在感を高めるべく活動が行われています。

＜北海道魅力発信セミナー＞

８月２２日、バンコク市内のホテルにおいて北海道魅力発信セミナーを開催しました。本セミ

ナーは北海道庁、JETRO、当行の共催で行われ、北海道の食と観光の魅力発信、並びにタイの事

業家や投資家に北海道の投資環境をPRすることが目的です。

当日は約２００人の方々が参加され、辻副知事やJETRO三又所長、当行石井頭取のプレゼンに熱心

に耳を傾けていました。休憩時間には、道内自治体及び企業のブースで、観光情報や特産品のPR

が行われました。特に、北海道の牛乳を使ったソフトクリームのブースは大人気となりました。

この他、白老町のアイヌ博物館の皆さんのパフォーマンス、焼尻島出身の「忍弥」さんによる

津軽三味線演奏など文化面でのPRも行われ、盛りだくさんの内容となりました。

アジアニュース

タイ・バンコクにおける北海道プロモーション
北洋銀行バンコク駐在員事務所

菅原 渉
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アジアニュース

― ２５ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

辻副知事ご挨拶 スマイルアンバサダー就任式

三味線演奏 歓談中の様子

北海道メロンは大好評 当日提供された料理

＜北海道・タイ友好レセプション＞

前述のセミナーに引き続き、同日在タイ日本国大使公邸において、友好レセプションが北海道

庁主催で開催されました。タイ政府関係者、現地食品バイヤー、チェンマイ県知事ほか多数の方

にご参加いただき、北海道産食材を使った料理を味わいました。友好レセプションではセミナー

と同様にアイヌ博物館及び津軽三味線のパフォーマンスや北海道で撮影された映画「One Day」１

の紹介、北海道旅行を題材にした絵本を制作した作家の「スマイルアンバサダー」２就任式が行

われました。今後の北海道とタイの結びつきの強化につながるものであり、また北海道産食材の

PRを通じて輸出拡大を目指す第一歩として取り組んでまいります。

１９月１日タイで公開された映画。札幌や小樽、函館、キロロなど北海道が主な舞台
２海外において北海道情報発信にご協力いただける方に委嘱する北海道庁の制度

ｏ．２４４（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２４～０２６　アジアニュース（タイ）  2016.10.20 17.22.16  Page 25 



アジアニュース

― ２６ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

サイアムパラゴンでの北海道フェア

モールバンカピでの「うまいっしょ北海道」同会場は昨年に引き続き２度目の開催。

＜バンコク市内の北海道プロモーションイベント＞

９月１日から１４日までバンコク市内最大級の商業施設サイアムパラゴンにて北海道フェアがホ

クレン様、北海道ぎょれん様主催で開催されました。また、９月１０日から２０日までバンコク郊外

の商業施設モールバンカピにて「うまいっしょ北海道」が開催され、当行も協賛し、出店者への

支援を行いました。

とうもろこし「ピュアホワイト」を纏め買いされたり、日本円で一万円以上するタラバガニを

購入されるなど購買力の高い方もいらっしゃいました。また、中間層をターゲットとするには価

格帯と商品に関する事前の市場調査が不可欠であることを実感しました。地元の相場より高くて

も買ってもらうためには「美味しい」だけではなく、「素材や商品のストーリー・背景」などに

付加価値を感じてもらうことが大切だと思いました。

当事務所では、このようなイベント等を通じて、道内企業の皆さまのASEAN地域への進出支

援を行ってまいります。ご関心がありましたら、当行国際部または当事務所までお問い合わせく

ださい。
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― ２７ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

経済コラム 北斗星

金融庁の「金融レポート」を読む
金融庁は、去る９月１５日に「金融レポート」と題した調査を公表した。これは、昨年９月

に公表した「金融行政方針」の進捗状況や実績等を調査・評価し、今後の課題を取りまとめ

たものである。この種の調査物は、一般の方々に読まれることはほとんどあるまい。それど

ころか、肝心の銀行員でも、役員や企画関係者等を除けば、本レポートを通読している者は

ごくわずかと思われる。しかし、金融庁試算「全国地銀６割、２５年に赤字」（２８年９月１６日付

北海道新聞）という本レポートに関する新聞記事を記憶している方は、結構多いのではなか

ろうか。この記事は、現在の経済金融環境が今後も続くとして一定の仮定の下に、地方銀行

（以下地銀と略）の顧客向けサービス業務の利益率を試算すると、「２０１５年３月期でも４割の

地銀が赤字であったが、２０２５年３月期では６割を超える地銀がマイナスになる」という試算

結果となったという部分を指している。

折しも、日本銀行は、去る９月２１日、金融政策決定会合において、これまで実施した金融

緩和政策の総括的な検証を行い、金融緩和強化のための新しい枠組み「長短金利操作付き量

的・質的金融緩和」を公表した。この中で日本銀行は、消費者物価上昇率の実績値が安定的

に２％の物価安定の目標を超えるまで、金融緩和の拡大方針を継続する（オーバーシュート

型コミットメント）としている。２０１３年４月にスタートした金融緩和政策の「２年でインフ

レ率２％の上昇を達成する」との目標が、既に３年半を経過してなお目標未達成であること

から見ると、現在の金融緩和政策が、今後相当長期化する可能性が高まってきていると思わ

れる。

ところで、金融レポートは、地銀に対して、こうした金融環境や収益力低下傾向に対処し

ていくためには、従来型の担保・保証に依存した金利引き下げ競争による貸出増加策から脱

却して、新しいビジネスモデル（取引先の「事業性評価」を重視した地銀経営）を確立しな

ければならないということを強調している。金融庁が実施した全国の約３，０００社の企業に対

するアンケート調査によれば、企業が地銀に対して求めているのは「融資の金利条件」以上

に「自社や自社の事業への理解」、「長年の付き合いによる信頼関係」であるとのことだ。こ

うした事情を反映して、金融庁は、地銀が真に顧客や地域のためになる「金融仲介機能」を

発揮しているか否かをチェックするための５５項目の「ベンチマーク」を作成、公表した。今

後地銀は、このベンチマークに沿った経営がどの程度できているか、自己評価をし、その結

果を自主的に公表することが求められている。もっとも、顧客や地域のニーズを重視した地

銀経営ということは、これまでにも「地域密着型経営」や「リレーションシップ・バンキン

グ」などの標語の下に、多くの地銀で実践されてきている。今回、新たに具体的な「ベンチ

マーク」が公表されたのは、地銀の努力がまだまだ不十分ということなのであろう。サービ

ス産業の経営の本質は、吉野家の「旨い、安い、早い」（サービスの質、価格、スピード）に

尽きる。経済環境の変化の下で、金融機関が提供するサービスの「質」が、今、問い直され

ている。

（平成２８年１０月３日 北洋銀行会長 横内 龍三）
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マーケット情報

― ２８ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

有楽町店（東京都 東京交通会館１階） 池袋店（東京都 池袋ショッピングパーク北館地下１階）

札幌店（札幌市 北海道さっぽろ「食と観光」情報館） 仙台店（仙台市 錦章堂ビル１、２階）

倶知安サテライト店（倶知安町 コープさっぽろ倶知安店） さいたま新都心店（さいたま市 コクーン２ １階）

相模原店（相模原市 伊勢丹相模原店地下１階） 楽天市場店（インターネットショッピングモール「楽天市場」）

名古屋店（名古屋市 名鉄百貨店メンズ館地下１階） シンガポール店

（リャンコートショッピングセンター シンガポール明治屋内）

「北海道どさんこプラザ」のマーケット情報提供について

北洋銀行 地域産業支援部

企業は、商品の販路拡大を図るために、消費者ニーズやマーケット動向の迅速かつ的確な把

握・分析に努めています。特に、ライバル商品や新商品の動向は自社の商品開発戦略上、見逃

せないポイントです。

企業の情報分析をお手伝いするため、地方創生の包括連携協定のパートナーである北海道庁

のご協力をいただき、今月から「北海道どさんこプラザ」の首都圏データ（有楽町店）と、道

内データ（札幌店）を交互に掲載します。部門別の動向に加え、主要な５部門のTOP５の販売

金額や数量が明らかになります。

なお、ホームページには、全部門のTOP１０がより詳細に掲載されています。

【北海道どさんこプラザについて】

・北海道どさんこプラザは、アンテナショップとして、有楽町店（平成１１年開設）を第１号に首

都圏、札幌、シンガポールなどに１０店舗を展開し、道産品の展示、販売、マーケット情報の発

信等を行っています。

・有楽町店は、有楽町の東京交通会館の１階に１７２㎡の売り場で、水産類、農産加工品、菓子類

など約１，２００品目を取り扱い、平成２７年度の売上高は１０億１４１万円、来客数は２２６万人と、全国

トップクラスのアンテナショップです。

・札幌店は、JR札幌駅構内に２６５㎡の売り場で、約２，３００品目を取り扱い、平成２７年度は売上高

６億３，３３１万円、来客数は１５３万人とお客さまから高い支持を得ています。

【主なマーケティング支援機能】

○テスト販売（有楽町店、札幌店、名古屋店、シンガポール店）

道内事業者から募った商品を３ヶ月間店舗で販売します。販売期間終了後、販売状況や消費

者の評価、商品改良のためのアドバイス等を出品事業者にフィードバックします。

○マーケティングサポート催事（有楽町店、札幌店）

消費者意向等を直接聴取することができる、対面販売の催事スペースを提供します。

○マーケティングアドバイザー（有楽町店、札幌店、名古屋店）

消費購買動向等に精通したアドバイザーを配置し、企業等からの商品開発やマーケティング

に関する相談に対応します。

【店舗】
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マーケット情報

― ２９ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

【全体概要】
・８月の販売額は７，０７３万円（前年同月比▲３．２％）、来店客１９４，６８９人（同▲１．５％）、客単価
１，７５１円（同＋１５．４％）
・部門別の構成比は、菓子類（２４．９％）、水産加工品（１６．７％）で全体の４割。
・８月は、台風の影響により来店客が減少したほか、猛暑の影響により保冷剤等が必要な冷蔵冷
凍食品が敬遠された。
・４～８月の累計では、販売額は３億７，３４２万円（前年比＋２．０％）。部門別では、酒類（同＋
２１．４％）、菓子類（＋７．３％）が好調であったが、水産加工品（同▲２．１％）、非アルコール飲料
（同▲５．５％）は前年を下回っている。

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 石狩 海藻サラダ９００g ３，０００ １２６ ３７８，０００
２ 渡島 いか森っ子めし２P ４７４ ６３４ ３００，５１６
３ 石狩 塩たらこ 切子 １，０００ ２７７ ２７１，９００
４ 後志 塩水うに ２，０００ １２６ ２３３，８００
５ 釧路 道東産 炭焼きさんま丼 ２７０ ８４３ ２２７，６１０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 空知 特上ラム ４００g ９８２ ５５５ ５４５，０１０
２ 空知 長沼ロースジンギスカン ７８０ ２７４ ２１３，７２０
３ 石狩 じゃが豚 ９４８ １７２ １６３，０５６
４ 十勝 ちほく高原ベーコン １，０００ １５６ １５６，０００
５ 石狩 ラム肩ロース １，１５７ ８３ ９６，０３１

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 空知 あまいんです（とうもろこし） ３００ ６８７ １９９，１８０
２ 空知 ピュアホワイト（とうもろこし） ３００ ６１５ １７３，４６０
３ 石狩 わさびの達人 ７１４ １８０ １２８，５２０
４ 上川 バタじゃが ５ ６２０ １８１ １１２，２２０
５ オホーツク 新海クローバー ３，６５０ ２５ ９１，２５０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 胆振 カチョカバロ ピッコロ ６３０ ４９４ ３１１，２２０
２ 渡島 トラピストバター １，１４２ １２０ １３７，０４０
３ 空知 もっちもちーず ３２０ ３７０ １１８，４００
４ 胆振 夢民舎のさけるチーズ ３５０ ３０２ １０５，７００
５ 石狩 ソフトカツゲン １８０ ６２６ ９９，６６０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 石狩 ポテトチップチョコレート ７２０ １，２３９ ８９１，６６０
２ 十勝 三方六 プレーン ５８３ ９９４ ５７９，５０２
３ 石狩 札幌おかきOh！焼とうきび ６００ ８６６ ５１９，６００
４ 石狩 札幌農学校 １２枚 ５００ ９６７ ４８３，５００
５ 石狩 ナッティバーチョコレート １，０００ ４０９ ４０９，０００

＜有楽町店＞ 東京都千代田区有楽町２丁目１０－１ 東京交通会館１階
＜資料出典＞ 北海道どさんこプラザ ホームページ

http : //www.dosanko-plaza.jp/support/index.html
＜問い合わせ先＞ 北海道経済部食関連産業室マーケティンググループ TEL：０１１‐２０４‐５７６６

北海道どさんこプラザマーケット情報 有楽町店 【平成２８年８月分】

（１）水産加工品 【１，１８０万円】

（２）畜産加工品 【２３９万円】

（３）農産品 【２４７万円】

（４）乳製品 【３０９万円】

（５）菓子類 【１，７６２万円】

ｏ．２４４（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２８～０２９　マーケット情報  2016.10.20 17.26.51  Page 29 



年月

鉱工業指数
生産指数 出荷指数 在庫指数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国
２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２４年度 ９９．６ △１．９ ９５．８ △２．９ １００．３ △２．１ ９５．９ △１．８ １０２．８ △１．７ １００．１ △３．０
２５年度 １０１．３ １．７ ９８．９ ３．２ １０１．５ １．２ ９８．７ ２．９ ９９．０ △３．７ ９８．９ △１．２
２６年度 ９７．３ △３．９ ９８．４ △０．５ ９６．１ △５．３ ９７．５ △１．２ １０４．０ ５．１ １０４．９ ６．１
２７年度 ９４．８ △２．６ ９７．４ △１．０ ９５．６ △０．５ ９６．３ △１．２ １００．６ △３．３ １０６．８ １．８

２７年４～６月 ９５．２ △２．０ ９８．０ △１．３ ９７．１ ０．０ ９６．９ △１．３ １０２．１ △４．６ １１３．９ ０．５
７～９月 ９５．４ ０．２ ９７．０ △１．０ ９５．７ △１．４ ９６．２ △０．７ １０１．３ △０．８ １１３．３ △０．５
１０～１２月 ９４．２ △１．３ ９７．１ ０．１ ９４．９ △０．８ ９６．６ ０．４ １００．３ △１．０ １１２．７ △０．５

２８年１～３月 ９３．３ △１．０ ９６．１ △１．０ ９２．９ △２．１ ９４．７ △２．０ １０３．５ ３．２ １１５．４ ２．４
４～６月 ９３．１ △０．２ ９６．３ ０．２ ９２．３ △０．６ ９４．９ ０．２ １０３．６ ０．１ １１３．９ △１．３

２７年 ８月 ９６．６ １．６ ９６．７ △０．７ ９５．７ △０．８ ９６．４ ０．２ １０２．６ ０．０ １１３．４ ０．２
９月 ９４．５ △２．２ ９７．０ ０．３ ９４．８ △０．９ ９６．１ △０．３ １０１．３ △１．３ １１３．３ △０．１
１０月 ９４．６ ０．１ ９８．２ １．２ ９４．５ △０．３ ９８．６ ２．６ １００．９ △０．４ １１１．９ △１．２
１１月 ９４．４ △０．２ ９７．１ △１．１ ９５．５ １．１ ９６．２ △２．４ １００．３ △０．６ １１２．３ ０．４
１２月 ９３．７ △０．７ ９５．９ △１．２ ９４．７ △０．８ ９４．９ △１．４ １００．３ ０．０ １１２．７ ０．４

２８年 １月 ９３．２ △０．５ ９８．３ ２．５ ９２．４ △２．４ ９６．８ ２．０ １０３．０ ２．７ １１２．４ △０．３
２月 ９２．６ △０．６ ９３．２ △５．２ ９０．７ △１．８ ９２．８ △４．１ １０３．３ ０．３ １１２．２ △０．２
３月 ９４．２ １．７ ９６．７ ３．８ ９５．７ ５．５ ９４．５ １．８ １０３．５ ０．２ １１５．４ ２．９
４月 ９３．９ △０．３ ９７．２ ０．５ ９３．９ △１．９ ９６．０ １．６ １０５．０ １．４ １１３．４ △１．７
５月 ９０．１ △４．０ ９４．７ △２．６ ９０．２ △３．９ ９３．５ △２．６ １０２．９ △２．０ １１３．９ ０．４
６月 ９５．４ ５．９ ９６．９ ２．３ ９２．８ ２．９ ９５．１ １．７ １０３．６ ０．７ １１３．９ ０．０
７月 ９５．３ △０．１ ９６．５ △０．４ ９３．７ １．０ ９５．８ ０．７ r１０２．９ △０．７ １１１．２ △２．４
８月 p９３．３ △２．１ ９７．８ １．３ p９３．０ △０．７ ９４．７ △１．１ p１０１．２ △１．７ １１１．５ ０．３

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■鉱工業生産指数の年度は原指数による。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

百貨店・スーパー販売額
百貨店・スーパー計 百貨店 スーパー

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２４年度 ９４９，６５６ ０．１ １９５，５５２△０．７ ２１１，５４７ △１．２ ６６，４９３ △１．１ ７３８，１０８ ０．５ １２９，０５９ △０．６
２５年度 ９７７，３５３ ２．９ ２０１，４３９ ２．４ ２１８，６０１ ３．３ ６８，９３０ ３．７ ７５８，７５２ ２．８ １３２，５０８ １．８
２６年度 ９６７，５６３△１．０ １９９，９５２△０．９ ２０９，５４７ △４．１ ６７，０２１ △２．８ ７５８，０１６ △０．１ １３２，９３１ ０．０
２７年度 ９６１，５５４ ３．３ １９９，４００ ２．７ ２１０，１９０ ０．３ ６７，９２３ １．３ ７５１，３６５ ４．０ １３１，４７７ ３．３

２７年４～６月 ２３８，７０６ ４．４ ４９，４２３ ５．３ ４８，００３ ４．２ １６，０３４ ５．９ １９０，７０３ ４．５ ３３，３８９ ５．０
７～９月 ２３０，５４９ ２．７ ４８，２２８ ２．８ ４９，５３５ ０．７ １５，９６４ ２．１ １８１，０１４ ３．２ ３２，２６４ ３．２
１０～１２月 ２５７，６１５ ２．２ ５３，４８７ １．３ ５９，６０８ △１．０ １９，３１４ ０．１ １９８，００７ ３．０ ３４，１７３ １．７

２８年１～３月 ２３４，６８５ ３．９ ４８，２６３ １．７ ５３，０４４ △１．９ １６，６１２ △２．０ １８１，６４１ ５．５ ３１，６５１ ３．５
４～６月 ２２８，３０５ ０．６ ４７，１１０△０．９ ４６，２９０ △３．６ １５，３２０ △４．５ １８２，０１５ １．７ ３１，７９０ ０．９

２７年 ８月 ７９，１７６ ３．０ １６，０５６ ２．６ １５，７９７ ０．２ ４，８３２ ２．０ ６３，３７９ ３．８ １１，２２５ ３．２
９月 ７２，０６２ １．６ １５，１１４ ２．６ １５，６６７ △０．８ ４，９４１ １．１ ５６，３９５ ２．３ １０，１７３ ３．４
１０月 ７６，８６４ ３．０ １６，０７２ ４．０ １７，３６９ ０．１ ５，４９６ ３．８ ５９，４９５ ３．７ １０，５７６ ４．０
１１月 ７８，１４９ ０．１ １６，４９０△０．８ １７，７９２ △３．９ ５，９９２ △２．９ ６０，３５７ １．１ １０，４９９ ０．１
１２月 １０２，６０２ ３．３ ２０，９２５ ０．９ ２４，４４６ ０．５ ７，８２６ △０．１ ７８，１５５ ３．９ １３，０９９ １．２

２８年 １月 ８０，７４４ ５．１ １６，９１３ ２．１ １８，５３３ △０．１ ５，８６９ △２．１ ６２，２１１ ６．４ １１，０４４ ４．３
２月 ７２，９０８ ４．７ １４，８８６ ３．３ １５，８０８ △３．３ ４，９１２ △０．３ ５７，１００ ６．９ ９，９７４ ５．０
３月 ８１，０３３ ２．２ １６，４６３△０．２ １８，７０３ △２．５ ５，８３１ △３．２ ６２，３３０ ３．４ １０，６３３ １．３
４月 ７５，５２３ １．２ １５，４５６△０．１ １５，０８１ △３．６ ５，０１２ △４．０ ６０，４４３ ２．５ １０，４４３ １．９
５月 ７７，１５２△０．６ １５，９７８△１．９ １５，６０３ △４．６ ５，１２５ △５．４ ６１，５４９ ０．５ １０，８５４ △０．１
６月 ７５，６２９ １．３ １５，６７５△０．７ １５，６０６ △２．５ ５，１８３ △３．９ ６０，０２３ ２．３ １０，４９２ ０．９
７月 ８１，２１９ ２．４ １７，２１０ ０．９ １８，４０７ １．９ ６，１６５ △０．４ ６２，８１２ ２．６ １１，０４５ １．６
８月 ７８，２６２△１．２ １５，５４１△３．２ １５，２９０ △３．２ ４，５２９ △６．３ ６２，９７２ △０．６ １１，０１２ △１．９

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■百貨店・スーパー販売額の前年同月比は全店ベースによる。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

主要経済指標（１）

― ３０ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号

ｏ．２４４（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０３０～０３３　主要経済指標　※項目増  2016.10.20 17.28.24  Page 30 



年月

専門量販店販売額
家電大型専門店 ドラッグストア ホームセンター

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２４年度 － － － － － － － － － － － －
２５年度 － － － － － － － － － － － －
２６年度 １３０，０３９ － ４１，７８１ － ２１０，７３８ － ４９，４２３ － １２８，５２２ － ３２，５１７ －
２７年度 １３６，８１６ ５．２ ４２，２８８ １．２ ２２９，８２０ ９．３ ５４，６７０ ９．０ １３１，５８９ ２．４ ３３，１５８ ２．０

２７年４～６月 ２９，２６３ ７．３ ９，７１１ ５．２ ５３，６９３ ５．１ １３，３８１ １２．４ ３６，７３５ ４．１ ８，７５０ ３．９
７～９月 ３４，０７２ ７．０ １１，０５０ ３．８ ５９，０４４ ９．４ １３，７２６ ７．８ ３２，７１４ ２．９ ８，２７２ ２．６
１０～１２月 ３６，９７５ ２．８ １０，９８３△１．８ ５８，４８７ １０．６ １３，９８２ ７．５ ３６，８０９ ０．７ ８，８４１ △０．５

２８年１～３月 ３６，５０６ ４．４ １０，５４４△１．７ ５８，５９６ １１．８ １３，５８２ ８．５ ２５，３３１ １．８ ７，２９５ ２．０
４～６月 ３０，１７６ ３．１ ９，６９７△０．１ ５８，６１２ ９．２ １４，１８２ ６．０ ３６，６８３ △０．１ ８，８１６ ０．８

２７年 ８月 １２，１９８ ８．１ ３，８０４ ６．７ ２０，３６１ １１．０ ４，６７５ ９．１ １１，２３５ ０．６ ２，８６２ ３．７
９月 １０，６７９ ３．６ ３，１１１△０．６ １９，１００ ９．３ ４，３４２ ６．５ ９，８４３ ２．５ ２，５７９ ２．３
１０月 １０，４９８ ４．３ ３，０５０ ２．０ １９，１６１ １１．１ ４，５５１ ９．７ １１，３８６ ３．１ ２，７４９ ４．２
１１月 １１，２５５△３．０ ３，３５８△３．７ １９，１９８ １０．８ ４，４３２ ７．３ １１，５３７ ０．９ ２，７１６ △２．３
１２月 １５，２２２ ６．６ ４，５７５△２．８ ２０，１２８ １０．０ ５，０００ ５．７ １３，８８６ △１．３ ３，３７６ △２．７

２８年 １月 １３，０８８ １０．２ ３，７３７ ３．２ ２０，４５５ ８．１ ４，４４７ ８．０ ８，６３６ ３．８ ２，４３１ ３．１
２月 ９，８９８ ３．７ ２，９８９△１．２ １９，６１３ １３．９ ４，４３６ １０．８ ７，２２７ ３．７ ２，２３４ ２．３
３月 １３，５２０△０．３ ３，８１８△６．３ １８，５２８ １３．８ ４，６９８ ６．８ ９，４６８ △１．３ ２，６３０ ０．９
４月 １０，３３５ ５．５ ３，１３７△０．９ １９，２２３ １２．７ ４，６２５ ９．５ １１，６８２ ０．０ ２，９４９ ３．３
５月 ９，８７２ ０．５ ３，２２４△２．１ １９，０２８ ７．２ ４，７９４ ３．８ １４，０１１ １．５ ３，１４８ △１．４
６月 ９，９６９ ３．４ ３，３３６ ２．６ ２０，３６１ ７．８ ４，７６３ ４．９ １０，９９０ △２．３ ２，７１９ ０．７
７月 １１，５８０ ３．４ ４，２０２ １．６ ２０，７１０ ５．８ ４，９８５ ５．９ １１，５１１ △１．１ ２，９３５ ３．７
８月 １１，５３５△５．４ ３，３８３△１１．１ ２１，３７３ ５．０ ４，８４１ ３．５ １１，０９９ △１．２ ２，７８２ △２．８

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■専門量販店販売額は平成２６年１月から調査を実施

年月

コンビニエンスストア販売額 消費支出（二人以上の世帯） 来道客数 外国人入国者数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 北海道

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 円 前 年 同
月比（％） 円 前 年 同

月比（％） 千人 前 年 同
月比（％） 千人 前 年 同

月比（％）
２４年度 ４９８，６２９ ３．２ ９５，４２３ ３．３ ２７６，３８１ ８．１ ２８７，７０１ １．３ １１，７２２ ８．６ ４８３ ３７．６
２５年度 ５１１，４７２ ２．６ １００，１７８ ５．０ ２５９，００５ △６．３ ２９３，４４８ ２．０ １２，２６８ ４．７ ６８２ ４１．３
２６年度 ５２８，４３４ ３．３ １０５，４４６ ５．３ ２５９，４６９ ０．２ ２８８，１８８ △１．８ １２，３０８ ０．３ ９３０ ３６．３
２７年度 ５４４，９６９ ３．１ １１１，２７９ ５．５ ２５５，０５８ △１．７ ２８５，５８８ △０．９ １２，８２３ ４．２ １，２４３ ３３．６

２７年４～６月 １３３，３４４ ４．２ ２７，２３１ ６．５ ２５０，６２５ △９．１ ２８５，１８８ １．１ ２，９４０ ３．９ ２３５ ４７．９
７～９月 １４６，９１８ ３．３ ２９，１８２ ５．３ ２４８，９１１ ０．０ ２８１，９７９ １．０ ３，８９６ ２．８ ３２４ ３０．７
１０～１２月 １３７，８５２ ２．６ ２８，１９２ ５．１ ２７０，６２６ ４．４ ２９１，３０８ △３．０ ３，１０８ ４．８ ３０８ ３０．７

２８年１～３月 １２６，８５５ ２．４ ２６，６７３ ５．２ ２５０，０７２ △１．６ ２８３，８７９ △２．５ ２，８７９ ５．８ ３７６ ３０．７
４～６月 １３４，７８９ １．１ ２８，２２０ ３．６ ２４７，１９８ △１．４ ２８０，６００ △１．６ ３，２００ ８．８ ２５５ ８．４

２７年 ８月 ５０，３７２ ３．２ ９，９６１ ５．５ ２３９，５４３ △６．６ ２９１，１５６ ３．２ １，４０４ ０．６ １１４ ３２．８
９月 ４６，１２４ ３．４ ９，１８９ ５．１ ２６３，９５９ １６．６ ２７４，３０９ △０．３ １，２７１ ４．５ ８１ ３５．４
１０月 ４６，４３１ ３．８ ９，４８４ ６．１ ２５６，３７２ △１．９ ２８２，４０１ △２．１ １，１５４ ３．９ ９６ ３０．４
１１月 ４３，８７８ ２．１ ８，９９０ ４．２ ２６２，５６６ １４．４ ２７３，２６８ △２．５ ９５９ ３．４ ７７ ２１．９
１２月 ４７，５４３ ２．０ ９，７１８ ５．１ ２９２，９３９ ２．２ ３１８，２５４ △４．２ ９９４ ７．２ １３５ ３６．４

２８年 １月 ４２，５５１ １．６ ８，８４９ ４．８ ２５１，２９６ ０．９ ２８０，９７３ △３．１ ９１４ ７．７ １３９ ４６．７
２月 ４０，２４７ ４．９ ８，４５３ ７．６ ２３６，１６９ ０．６ ２６９，７７４ １．６ ９３４ ４．４ １４１ ２７．５
３月 ４４，０５７ １．１ ９，３７１ ３．５ ２６２，７５０ △５．８ ３００，８８９ △５．３ １，０３２ ５．６ ９５ １６．６
４月 ４３，１１４ ０．８ ９，１９０ ４．５ ２５６，１８９ △１．２ ２９８，５２０ △０．７ ９３５ １３．７ ７５ ８．１
５月 ４６，２８３ １．４ ９，５９３ ２．６ ２４３，９０３ △３．１ ２８１，８２７ △１．６ １，０９８ ６．１ ８４ △１．２
６月 ４５，３９２ １．０ ９，４３６ ３．８ ２４１，５０３ ０．２ ２６１，４５２ △２．７ １，１６７ ７．８ ９６ １８．５
７月 ５０，４４４ ０．０ １０，４１６ ３．８ ２４２，４３８ △０．３ ２７８，０６７ △０．９ １，３０３ ６．７ １４３ １０．０
８月 ５１，４１７ ２．１ １０，２９５ ３．４ ２４１，９９４ １．０ ２７６，３３８ △５．１ １，４７６ ５．１ p １２２ ７．２

資料 経済産業省、北海道経済産業局 総務省、北海道 �北海道観光振興機構 法務省

■コンビニエンスストア販売額の前年同月比は全店
ベースによる。

■年度および四半期の数値は月平均
値。

■「p」は速報値。

主要経済指標（２）

― ３１ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号
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年月

新設住宅着工戸数 民間非居住用建築物着工床面積 機械受注実績

北海道 全国 北海道 全国 全国

戸 前 年 同
月比（％） 百 戸 前 年 同

月比（％） 千㎡ 前 年 同
月比（％） 千㎡ 前 年 同

月比（％） 億 円 前 年 同
月比（％）

２４年度 ３５，５２３ １２．５ ８，９３０ ６．２ １，６４７ ７．０ ４４，５５９ １０．０ ８７，０２６ △３．０
２５年度 ３４，９６７ △１．６ ９，８７３ １０．６ １，９１０ １６．０ ４７，６７９ ７．０ ９７，０３０ １１．５
２６年度 ３２，２２５ △７．８ ８，８０５ △１０．８ １，７６９ △７．４ ４５，０１３ △５．６ ９７，８０５ ０．８
２７年度 ３４，３２９ ６．５ ９，２０５ ４．６ １，７６２ △０．４ ４４，２７８ △１．６ １０１，８３８ ４．１

２７年４～６月 ９，４４８ ６．０ ２，３５５ ７．６ ５０３ △２０．１ １２，０２９ ２．８ ２５，５８０ １２．４
７～９月 １０，２４０ １６．０ ２，３６４ ６．２ ６２２ ２６．１ １１，５２７ １．５ ２４，５２７ △０．９
１０～１２月 ９，２２７ △４．１ ２，３２３ △０．７ ３４８ １３．４ １０，５１７ △８．１ ２２，８９８ ２．１

２８年１～３月 ５，４１４ １１．４ ２，１６４ ５．５ ２８９ △１４．６ １０，２０５ △２．９ ２８，８３２ ３．４
４～６月 １０，７０６ １３．３ ２，４７１ ４．９ ５８０ １５．３ １１，９７６ △０．４ ２３，９１３ △６．５

２７年 ８月 ３，４５０ ２２．３ ８０３ ８．８ ２２４ ４０．４ ３，６７５ △５．６ ６，５８２ △３．５
９月 ３，３８９ １０．９ ７７９ ２．６ ２１７ ３５．５ ３，６４１ △０．７ １０，５２６ △１．７
１０月 ３，３１３ △３．１ ７７２ △２．５ １６９ ４６．０ ３，７２６ △２０．２ ７，６９７ １０．３
１１月 ３，１５５ △８．９ ７９７ １．７ １００ ８．９ ３，３２９ △５．５ ６，６８６ １．２
１２月 ２，７５９ ０．９ ７５５ △１．３ ７９ △２０．５ ３，４６２ ６．５ ８，５１６ △３．６

２８年 １月 １，１８６ １７．１ ６７８ ０．２ ５６ △９．０ ３，０５９ △１１．９ ７，２９５ ８．４
２月 １，５７８ ０．９ ７２８ ７．８ ６２ △７１．３ ３，５５８ △１２．４ ７，３６１ △０．７
３月 ２，６５０ １６．０ ７５７ ８．４ １７１ １８５．４ ３，５８９ ２０．７ １４，１７７ ３．２
４月 ３，５６６ ４．８ ８２４ ９．０ １３６ △２６．５ ３，２７９ △２３．２ ７，７２１ △８．２
５月 ３，６８４ ３２．９ ７８７ ９．８ １７９ ８．６ ４，４８４ １５．０ ６，７５７ △１１．７
６月 ３，４５６ ５．６ ８６０ △２．５ ２６５ ７３．４ ４，２１３ ９．１ ９，４３６ △０．９
７月 ３，３４３ △１．７ ８５２ ８．９ １７６ △２．７ ３，３４４ △２０．６ ７，８０４ ５．２
８月 ３，９３１ １３．９ ８２２ ２．５ １９８ △１１．７ ４，４５９ ２１．３ ７，３４４ １１．６

資料 国土交通省 国土交通省 内閣府

■船舶・電力を除く民
需（原系列）。

年月

乗用車新車登録台数

北海道 全国
合計 普・小・軽・計普通車 小型車 軽乗用車

台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％）
２４年度 １７６，８４７ １２．０ ４９，１４２ ２．８ ６８，５２７ ７．６ ５９，１７８ ２７．７ ４，４３９，０９２ １０．７
２５年度 １９８，９８１ １２．５ ５５，５４１ １３．０ ６９，６１５ １．６ ７３，８２５ ２４．８ ４，８３６，７４６ ９．０
２６年度 １７９，４０３ △９．８ ５０，９４０ △８．３ ６０，３５９ △１３．３ ６８，１０４ △７．７ ４，４５３，５０９ △７．９
２７年度 １６８，７０８ △６．０ ５５，１６１ ８．３ ５９，３９０ △１．６ ５４，１５７ △２０．５ ４，１１５，４３６ △７．６

２７年４～６月 ４２，２８６ △３．６ １２，５３０ １０．１ １６，６６０ ３．５ １３，０９６ △２０．０ ９０７，７２３ △７．０
７～９月 ４３，３１５ △７．０ １３，７０８ △０．４ １６，４０９ ２．９ １３，１９８ △２１．７ １，０２７，０３６ △７．０
１０～１２月 ３５，０３２ △８．５ １１，１７４ ７．２ １１，９２３ △３．２ １１，９３５ △２３．２ ９３７，１０１ △８．９

２８年１～３月 ４８，０７５ △５．２ １７，７４９ １５．５ １４，３９８ △９．９ １５，９２８ △１７．６ １，２４３，５７６ △７．５
４～６月 ４２，６０２ ０．７ １４，９０２ １８．９ １６，０３０ △３．８ １１，６７０ △１０．９ ８８９，０７９ △２．１

２７年 ８月 １１，１４８ △５．０ ３，５０６ １．６ ４，１２２ ２．５ ３，５２０ △１７．５ ２７１，３８６ △３．５
９月 １５，４５５ △８．２ ４，９３０ △６．９ ５，１０２ ５．２ ５，４２３ △１８．９ ３９９，７５８ △７．４
１０月 １２，２８５ △５．９ ３，６５２ △０．３ ４，４３４ △１．４ ４，１９９ △１４．３ ３１５，１９０ △４．０
１１月 １１，９１９ △７．０ ３，５５７ △０．１ ４，１６８ ０．５ ４，１９４ △１８．０ ３１４，０５２ △７．６
１２月 １０，８２８ △１２．７ ３，９６５ ２３．９ ３，３２１ △９．６ ３，５４２ △３６．０ ３０７，８５９ △１４．６

２８年 １月 １１，６８７ ３．７ ４，５３２ ５０．３ ３，３３８ △１４．３ ３，８１７ △１２．４ ３２８，９９４ △４．４
２月 １３，３７３ △２．４ ４，８１４ １９．６ ３，８４７ △９．９ ４，７１２ △１２．９ ３８２，１１４ △７．５
３月 ２３，０１５ △１０．５ ８，４０３ ０．９ ７，２１３ △７．８ ７，３９９ △２２．６ ５３２，４６８ △９．３
４月 １３，５９３ ３．８ ４，３８５ ８．５ ５，３９３ ３．４ ３，８１５ △０．５ ２６９，２５０ ２．２
５月 １２，２４９ △１．２ ４，２１８ １７．２ ４，２５２ △９．３ ３，７７９ △８．０ ２７５，５０５ △１．４
６月 １６，７６０ △０．２ ６，２９９ ２８．９ ６，３８５ △５．５ ４，０７６ △２１．０ ３４４，３２４ △５．６
７月 １６，３１８ △２．４ ５，３９７ ２．４ ６，５４０ △９．０ ４，３８１ ３．０ ３４８，１６２ △２．２
８月 １２，２５３ ９．９ ４，１９６ １９．７ ４，５１２ ９．５ ３，５４５ ０．７ ２７９，３７４ ２．９

資料 �日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会

主要経済指標（３）

― ３２ ―ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号
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年月

公共工事請負金額 有効求人倍率 新規求人数（常用） 完全失業率（常用）
北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
倍
原数値 人 前 年 同

月比（％） 人 前 年 同
月比（％）

％
原数値

２４年度 ７７６，４３６ ３．６ １２３，８２０ １０．３ ０．５７ ０．７４ ２４，９４３ ９．６ ６６２，７２８ １０．０ ５．１ ４．３
２５年度 ９４７，７８５ ２２．１ １４５，７１１ １７．７ ０．７４ ０．８７ ２８，４６４ １４．１ ７１０，１４６ ７．２ ４．５ ３．９
２６年度 ８７５，３７０ △７．６ １４５，２２２ △０．３ ０．８６ １．００ ２９，９１３ ５．１ ７３８，８１１ ４．０ ３．９ ３．５
２７年度 ７７０，８１１ △１１．９ １３９，６７８ △３．８ ０．９６ １．１１ ３１，１８１ ４．２ ７６９，３８７ ４．１ ３．５ ３．３

２７年４～６月 ３６２，４４０ △１４．１ ４５，２２０ △２．９ ０．８８ ０．９８ ３１，５９２ ５．３ ７３６，９８０ １．８ ３．４ ３．４
７～９月 ２１５，６６１ △１８．９ ３８，２２５ △８．０ ０．９９ １．０８ ３１，５７８ ５．０ ７６０，５２３ ３．１ ３．３ ３．４
１０～１２月 ９６，７２７ △４．３ ２９，３３６ △４．０ １．０２ １．１７ ２８，７８４ ５．４ ７４３，８９５ ６．７ ３．４ ３．１

２８年１～３月 ９５，９８２ １１．２ ２６，８９７ １．２ ０．９９ １．２２ ３２，７６７ １．５ ８３６，１５０ ５．０ ３．８ ３．２
４～６月 ４００，５７６ １０．５ ４７，０３２ ４．０ ０．９５ １．１２ ３２，２４１ ２．１ ７８２，６８６ ６．２ ３．４ ３．３

２７年 ８月 ６１，３２４ △１８．１ １１，１３２ △１．３ ０．９８ １．０８ ３０，２１７ ７．１ ７１９，６３９ ４．０ ３．３ ３．４
９月 ５８，８５０ △１３．１ １２，４６１ △１０．９ １．０１ １．１２ ３０，６４１ △０．３ ７６３，７０１ １．１ ↓ ３．４
１０月 ４６，５１９ △１１．６ １２，５３０ △４．８ １．０２ １．１３ ３３，７４３ ４．８ ８４３，３５５ ５．３ ↑ ３．１
１１月 ３４，２７５ ３６．８ ８，７２０ ３．３ １．０２ １．１７ ２７，５９４ ６．６ ７１８，０６０ ９．２ ３．４ ３．２
１２月 １５，９３２ △３１．７ ８，０８６ △９．６ １．０１ １．２１ ２５，０１６ ４．９ ６７０，２７０ ５．７ ↓ ３．１

２８年 １月 ５，８２８ △５１．８ ６，５３５ △２．６ ０．９９ １．２３ ３１，９０９ △０．２ ８４６，２８２ １．３ ↑ ３．２
２月 ６，５３０ △５４．２ ６，９６８ △２．２ ０．９９ １．２３ ３３，１８５ ６．１ ８４３，７１１ ８．７ ３．８ ３．２
３月 ８３，６２３ ３９．３ １３，３９５ ５．０ ０．９７ １．２１ ３３，２０８ △１．１ ８１８，４５８ ５．３ ↓ ３．３
４月 １５２，０１８ １．９ ２０，３０１ １０．６ ０．９２ １．１２ ３４，２４７ １．４ ８００，６１８ ３．５ ↑ ３．４
５月 １３６，７２９ ３０．２ １１，４５３ １．４ ０．９５ １．１１ ３０，５９９ ３．１ ７４９，６６０ １０．０ ３．４ ３．２
６月 １１１，８２８ ３．３ １５，２７８ △１．８ ０．９９ １．１４ ３１，８７６ １．８ ７９７，７８０ ５．５ ↓ ３．１
７月 ９６，９８８ １．６ １３，６１８ △６．９ １．０５ １．１８ ３３，４５０ △１．３ ７９４，４２６ △０．５ － ３．０
８月 ６９，０９６ １２．７ １２，４７３ １２．０ １．０７ １．２２ ３１，４６０ ４．１ ７８８，８３３ ９．６ － ３．２

資料 北海道建設業信用保証�ほか２社 厚生労働省
北海道労働局

厚生労働省
北海道労働局 総務省

■年度および四半期
の数値は月平均値。

■年度及び四半期の数値は、月平均値。■年度の数値は四
半期の平均値。

年月

消費者物価指数（生鮮食品除く総合） 企業倒産件数
（負債総額１，０００万円以上） 円相場

（東京市場）
日経
平均
株価北海道 全国 北海道 全国

２７年＝１００ 前 年 同
月比（％）２７年＝１００

前 年 同
月比（％） 件 前 年 同

月比（％） 件 前 年 同
月比（％） 円／ドル 円

月（期）末
２４年度 ９６．３ ０．０ ９６．５ △０．２ ４３２ △６．９ １１，７１９ △７．８ ８３．０８ １２，３９８
２５年度 ９７．５ １．２ ９７．２ ０．８ ３３３ △２２．９ １０，５３６ △１０．１ １００．２３ １４，８２８
２６年度 １００．４ ３．０ １００．０ ２．８ ２９１ △１２．６ ９，５４３ △９．４ １０９．９２ １９，２０７
２７年度 ９９．８ △０．５ １００．０ ０．０ ２６５ △８．９ ８，６８４ △９．０ １２０．１３ １６，７５９

２７年４～６月 １００．２ △０．４ １００．２ ０．２ ６１ △２０．８ ２，２９６ △１２．１ １２１．３５ ２０，２３６
７～９月 １００．２ △０．５ １００．１ △０．２ ７７ ５．５ ２，０９２ △１４．１ １２２．２３ １７，３８８
１０～１２月 １００．１ △０．７ １００．１ △０．１ ５９ ０．０ ２，１５２ △３．２ １２１．４８ １９，０３４

２８年１～３月 ９８．７ △０．８ ９９．５ △０．１ ６８ △１７．１ ２，１４４ △５．６ １１５．４５ １６，７５９
４～６月 ９９．４ △０．８ ９９．８ △０．４ ６３ ３．３ ２，１２９ △７．３ １０８．１７ １５，５７６

２７年 ８月 １００．２ △０．４ １００．１ △０．１ ２６ △７．１ ６３２ △１３．０ １２３．２３ １８，８９０
９月 １００．２ △０．６ １００．１ △０．１ ２２ ４．８ ６７３ △１８．６ １２０．２２ １７，３８８
１０月 １００．２ △０．６ １００．１ △０．１ ２２ ０．０ ７４２ △７．２ １２０．０６ １９，０８３
１１月 １００．２ △０．５ １００．１ ０．１ １５ ７．１ ７１１ △３．３ １２２．５４ １９，７４７
１２月 ９９．９ △０．７ １００．０ ０．１ ２２ △４．３ ６９９ １．８ １２１．８４ １９，０３４

２８年 １月 ９８．８ △０．８ ９９．５ △０．１ １９ △１７．４ ６７５ △６．３ １１８．２５ １７，５１８
２月 ９８．６ △０．６ ９９．４ ０．０ ２２ １０．０ ７２３ ４．４ １１５．０２ １６，０２７
３月 ９８．８ △０．９ ９９．５ △０．３ ２７ △３０．８ ７４６ △１３．１ １１３．０７ １６，７５９
４月 ９９．３ △０．８ ９９．８ △０．４ ２３ △４．２ ６９５ △７．１ １０９．８８ １６，６６６
５月 ９９．４ △０．８ ９９．９ △０．４ １８ １２．５ ６７１ △７．３ １０９．１５ １７，２３５
６月 ９９．５ △０．７ ９９．８ △０．４ ２２ ４．８ ７６３ △７．４ １０５．４９ １５，５７６
７月 ９９．３ △１．０ ９９．６ △０．５ ３０ ３．４ ７１２ △９．５ １０３．９０ １６，５６９
８月 ９９．３ △１．０ ９９．６ △０．５ ２２ △１５．４ ７２６ １４．９ １０１．２７ １６，８８７

資料 総務省 �東京商工リサーチ 日本銀行 日本経済新聞社

■年度及び四半期の数値は、月平均値。 ■円相場は対米ドル、インター
バンク中心相場の月中平均値。

主要経済指標（４）

― ３３ ― ほくよう調査レポート ２０１６年１１月号
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●道内経済の動き

●道内企業の経営動向調査
（平成２８年７～９月期実績、平成２８年１０～１２月期見通し）

●トップに聞く③ 株式会社 ニッコー
代表取締役 佐藤 厚 氏

●タイ・バンコクにおける北海道プロモーション

●経済コラム 北斗星
金融庁の「金融レポート」を読む

●「北海道どさんこプラザ」の
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